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平成３０年１０月５日 

      河内長野市立美加の台小学校 学校運営協議会 

コミュニティ・スクールとは 
 コミュニティ・スクールは、学校と保護者や地域の皆さんがともに智恵を出し合

い、学校運営に意見を反映させることで一緒に協働しながら子どもたちの豊かな生

長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める仕組みです。 

学校と地域が力を合わせることによって、互いに信頼し合い、それぞれの立場で

地域の子どもたちの成長を支えていく、そんな学校づくり、地域コミュニティづく

りを進めていくことが一番のねらいです。 

 今年度も美加の台小学校では、コミュニティ・スクールとしてスタートしていま

す。子どもたちにつけたい力を学校運営協議会の中で話し合い、それを実現するた

めに、２つの実行委員会を設置（体力向上委員会と学力向上委員会）して具体的な

取り組みを計画し、実行しています。 

 体力向上委員会               
体力向上委員会では、子どもたちに生活していく上で基礎と   

なる体力をつけていくために、活動する場や用具や器具を充実 

させていこうと協議を重ねています。 

例年、５年生対象に行われています「全国体力・運動能力、運動週間等

調査」を昨年に引き続き全学年（１年～６年）で実施しました。今年は、６年生を

中心とした異学年集団（たてわりグループ）を編制して全８種目に挑戦しました。

学校運営協議会委員は記録を計測したりする係員として参加しました。大変スムー

ズに終えることができました。 

 また、体力面に関する学校全体が取り組む行事や活動を支援します。特に、短な

わの活動支援の取り組みである「なわとびＧＯ！」では、子どもたちの跳んだ回数

を数えたり、カードにシールを貼ったりするなど、地域の方と子どもたちと交流で

きるように支援しています。「なわとびＧＯ！」で使用するなわとびジャンプ台を地

域の方の協力で作成していただき、台数も増え、充実しています。そして、子ども

たちの励みにつながる声かけを行ってもらい、なわとびをすることが一つのきっか

けとして外遊びや体を動かす楽しさを教えていきたいと思います。なわとびだけで

はなく、運動会やマラソン大会にも積極的に参加しています。 

学力向上委員会 
学力向上委員会では、読書活動の充実や集中力を高めていき、学

力向上へとつなげていこうと、様々な取り組みを行っています。読

書は、子どもがことばを学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力



を豊かなものにして、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことの

できないものと考えています。子どもたちにできるだけたくさんの本を読んでも

らう環境を充実させ、身近に本に接することができるよう、学級や学年の文庫の

拡充を「かえる文庫」として実施しています。これは、保護者や地域のみなさん

にご家庭で眠っている本を譲り受け、学校には、１０００冊を超える本が届いて

います。譲り受けた本は、学級文庫に加えて子どもたちが読めるようにしていま

す。 

また、集中力などを養えるよう「和タイム」を実施しています。けん玉や折り

紙など昔遊びを中心にして、学校運営協議会委員や地域の方々に教えてもらい認

定してもらっています。 

そして、学校の廊下や階段、壁などに英単語を貼っています。英語に普段から

親しんでもらおうといつも目にするところに貼り付けるひと工夫を行っていま

す。 

夜の美加しょうお月見しま SHOW（お月見の会） 
昨年度に引続き、９月２１日（金）お月見の会を実施しました。日本の

年中行事の一つである「お月見」をみんなで夜空の観察や月の観測などを行う予定

でしたが、あいにくの天候のため、観測はできませんでした。でも、みんなで白玉

団子をおいしく食べ楽しいひとときを過ごしました。今年も参加者が多く、たいへ

ん賑わい、大いに盛り上がりまし

た。保護者の皆様をはじめ、地域

の皆様や学校運営協議会委員の

方々、たいへんお世話になりあり

がとうございました。 
 

美加の台小・中学校では今年も・・・ 

学園祭を開催します！ 

今年で第４回を迎える学園祭。１１月１７日（土）に美加の台中

学校で行います。今年は「夢」をテーマに、小学校では美加小祭りとタイアップし、

中学校では、工夫を凝らしたブースの出展の計画をしています。これまで同様、美

加の台が一体となった学園祭です。みなさん、ぜひお越しください。 
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美加の台中学校区では、地域の方々が、子どもの教育を核にして、顔と名前の一

致するコミュニティが形づいていけばと願っています。そして、子どもたちがここ

美加の台を「心のふるさと」として育ってくれればと願いながら活動を進めていま

す。どうか、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 


